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ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
は
、
国
連
は
３
月
　25

日
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
般

市
民
の
犠
牲
者
は
１
０
０
０

人
超
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

４
月
８
日
、
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊

す
な
！
総
が

か
り
行
動
実

行
委
員
会
は

「
ロ
シ
ア
は

侵
略
を
や
め

ろ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
撤

退
を
日
比
谷

集
会
」
を
開

き
ま
し
た
。

会
場
の
日

比
谷
野
外
音

楽
堂
に
は
１

す
。３

月
の
県
本
部
臨
時
大
会

で
組
織
化
の
重
点
支
援
単
組

の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
北
茨

城
市
職
連
合
（
北
茨
城
市
職

員
組
合
）
で
は
、
新
入
職
員

の
全
員
加
入
を
め
ざ
し
執
行

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
４
月
５
日
の
説
明

会
当
日
は
、
冒
頭
、
稲
葉
委

員
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
労

働
組
合
や
自
治
労
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
組
合
の
必
要
性
や

加
入
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

一
人
の
新
入
組
合
員
に
対
し

一
ま
た
は
二
人
の
若
手
の
執

行
委
員
が
個
別
に
対
応
し
ま

し
た
。
雑
談
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
で
新
入
職
員
の
緊

張
も
解
け
表
情
も
柔
ら
か
く

な
り
、
そ
こ
へ
ベ
テ
ラ
ン
の

執
行
委
員
も
サ
ポ
ー
ト
に
入

る
な
ど
親
睦
を
深
め
な
が
ら

の
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
質
問
や
応
答
を

執
行
委
員
会
で
事
前
に
準
備

し
て
い
た
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
応
対
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
、
全
員
の
組
合
加

入
が
実
現
し
ま
し
た
。

説
明
会
後
の
執
行
委
員
会

で
は
、
取
り
組
み
の
成
果
と

合
わ
せ
組
合
未
加
入
者
の
組

織
化
に
つ
い
て
も
議
論
さ

れ
、
今
後
の
単
組
活
動
の
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
嶋
市
職
員
組
合

で
も
１
日
に
説
明
会
を
実
施

し
、
組
合
加
入
メ
リ
ッ
ト
や

こ
れ
ま
で
の
労
使
交
渉
の
成

果
、
組
合
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
説
明
で
、
全
員
が
加

入
し
ま
し
た
。

４
月
の
新
規
採
用
者
の
組

合
加
入
は
、
組
織
拡
大
の
う

ち
の
一
つ
で
す
。
今
後
は
、

組
合
未
加
入
者
、
会
計
年
度

任
用
職
員
な
ど
同
じ
職
場
で

働
く
す
べ
て
の
職
員
に
声
を

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

を
私
た
ち
「
労
働
組
合
」
の

輪
の
中
に
迎
え
入
れ
、
仲
間

の
大
き
な
力
に
よ
り
労
働
条

件
や
職
場
環
境
改
善
に
む
け

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

か
け
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
組
織
拡
大
の
推

進
方
針
に
基
づ
き
、
新
規
採

用
職
員
の
組
織
化
を
重
点
課

題
と
位
置
づ
け
、
３
月
に
は

新
規
採
用
職
員
加
入
対
策
会

議
を
開
き
、
組
織
率
向
上
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

４
月
、
多
く
の
新
規
採
用

職
員
の
み
な
さ
ん
が
入
職
さ

れ
ま
し
た
。
単
組
で
は
組
合

加
入
に
む
け
た
説
明
会
が
開

か
れ
、
組
合
の
重
要
性
や
共

済
制
度
説
明
な
ど
を
通
し
、

働
く
仲
間
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

職
員
組
合
へ
の
参
加
を
呼
び

県
内
各
地
で
仲
間
づ
く
り

新
採
職
員
の
組
合
加
入
に
む
け
て

自治労茨城県本部　　青年部長　小松俊亮
（日立市職）

ようこそ 自治労へ

　新規採用職員の皆
さん、この度は入職
おめでとうございま
す。新しい生活に、
不安やとまどいを多
く感じていることと
思います。自分も入
職した頃、とても不

安だったのを覚えています。そんな時、頼りになるの
が「組合」です。「組合」といわれても、イメージし
にくいと思いますが、職場の不安や不満を一人で訴え
るより、みんなで力を合わせれば大きな原動力になり
ます。仕事も組合もみんなで力を合わせて行うもの、
みんなで働きやすい職場にしていきましょう！
　青年部では、学習会などの組合活動を通じて、職場
の先輩や他の組合の仲間と交流しています。これから
皆さんと会える機会を楽しみにしています。

　新入職員のみなさん、入職おめでと
うございます。まだまだ新しい生活や
環境に不安と期待を抱えていることと
思います。
　県本部女性部は、年代、職種を越え
て全ての女性が「結婚しても、出産しても、年をとっ
ても差別されることなく安心して働き続けられる職場
をつくろう」を合言葉に活動をしています。特に、賃
金や性別役割分担意識からくる差別などを点検し、わ
たしたち女性自らが主体的に学び、交流し、行動し、
支え合う場として運動しています。女性部の取り組み
から勝ち取れた権利もたくさんあります。
　まずは、職場の先輩と一緒に女性部の活動に参加し
てみてください。みなさんとお会いできるのを楽しみ
にしております。

自治労茨城県本部　　女性部長　鈴木涼子
（行方市職）

芋
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允

員
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第93回県中央メーデー
日　時　　４月23日（土）10：00～
場　所　　水戸市　三の丸庁舎広場
内　容　　式典

働働くく仲仲間間のの祭祭典典メメーーデデーーにに参参加加ししよようう働く仲間の祭典メーデーに参加しよ働く仲間の祭典メーデーに参加しようう

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

８
０
０
人
が
集
ま
り
、
立
憲

野
党
や
市
民
団
体
と
と
も
に

ロ
シ
ア
軍
事
侵
略
反
対
の
声

を
あ
げ
ま
し
た
。

集
会
で
は
「
こ
の
侵
攻
は

武
力
行
使
を
禁
じ
る
国
連
憲

章
違
反
。
い
か
な
る
戦
争
も

苦
し
む
の
は
市
民
社
会
で
、

国
際
社
会
は
停
戦
の
話
し
合

い
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
状
況
を
利
用
し

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
や
核

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
を
目
論

む
日
本
政
府
の
行
動
に
は
注

視
し
、
こ
れ
以
上
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
よ
う
平
和
を
求

め
る
人
々
と
連
帯
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座

ま
で
デ
モ
行
進
し
、
市
民
へ

む
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

ロ
シ
ア
の
侵
略
反
対

個別に説明が行われた北茨城市職の説明会

鹿嶋市職による説明会の様子

労働・生活に関わる悩みごとなどお
気軽にご相談ください。随時対応
しています。

 相　談　先  自治労茨城県本部
　　 顧問弁護士　丹下昌子

 連　絡　先  電話 029－224－5150
 FAX 029－226－2191
 水戸市南町３丁目４番57号
 水戸セントラルビル３階
 丹下・小沼法律事務所

 相談方法 
丹下・小沼法律事務所に直接電話し、相
談日の予約を行ってください。相談は個
別事案ごとに初回の法律相談を無料と
し、２回目以降は所定報酬および経費を
依頼者（相談者）が支払うことになります。

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ
る
被
災

者
支
援
緊
急
カ
ン
パ
実
施
中

　　無料法律相談
地公労地

公
労
（
茨
城
県
地
方
公

務
員
共
闘
会
議
）
は
、
３
月

　
日
に
知
事
へ
要
求
書
を
提

28出
し
、
人
事
委
員
会
勧
告
と

確
定
闘
争
に
む
け
春
段
階
の

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

要
求
書
で
は
、
①
業
務
量

に
見
合
っ
た
人
員
と
必
要
な

時
間
外
手
当
等
の
財
源
確

保
、
②
定
年
引
上
げ
の
円
滑

な
実
施
に
む
け
た
十
分
な
交

渉
・
協
議
な
ど
を
要
請
し
ま

し
た
。

ま
た
同
日
、
県
人
事
委
員

会
に
は
申
入
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
昨
年
の
一
時
金
減
額

は
年
度
を
越
え
た
異
例
の
調

整
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

こ
れ
が
前
例
と
な
ら
な
い
よ

う
勧
告
実
施
時
期
を
含
め
た

精
確
な
民
調
の
実
施
と
委
員

会
機
能
の
発
揮
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。

知
事
・
人
事
委
員
会
に
春
季
要
求

日
比
谷
集
会
に
１
８
０
０
人

自治労

平和を求め各地から集まった参加者
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